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ふれあい情報 
 2018年 3月 1日（木） 第 276号 

高齢者へのシワ寄せでなく持続可能な社会保障制度迫る 

 

現
在
開
会
中
の
第
１
９
６
回
通
常
国
会
に
対
応
し
て
持
続

可
能
な
社
会
保
障
制
度
を
求
め
る
退
職
者
連
合
は
、
2
月

15
日
に
開
催
し
た
院
内
集
会
で
の
行
動
確
認
を
受
け
て
、

「２
０
１
８
年
春
要
求
」の
実
現
に
向
け
て
2
月
26
日
に
政
府

（厚
労
省
坂
口
卓
総
括
審
議
官
）要
請
を
行
な
い
ま
し
た
。
さ

ら
に
民
進
党
（
2
月
21
日
）
、
立
憲
民
主
党
（
2
月
22

日
）
、
社
民
党
（
2
月
27
日
）、
希
望
の
党
（
2
月
28
日
）、

の
四
党
に
協
力
を
要
請
し
ま
し
た
。 

▲春要求の内容を説明した野田副事務局長（左から 3人目）。坂口総括審議官（正面中央）は

社会保障制度に関する要求項目のすべてについて丁寧に回答した。（2月26日、厚労省） 

  

霞
ヶ
関
中
央
合
同
庁
舎
5
号
館

10
階
の
総
括
審
議
官
室
で
行
な
わ
れ

た
要
請
行
動
に
は
、
人
見
一
夫
会
長

を
は
じ
め
退
職
者
連
合
の
役
員
6
人

が
出
席
し
ま
し
た
。 

冒
頭
、
人
見
会
長
は
国
会
開
会
中

で
公
務
多
忙
に
も
関
わ
ら
ず
厚
労
省

の
坂
口
総
括
審
議
官
が
要
請
を
受
け

て
く
れ
た
こ
と
に
感
謝
を
述
べ
ま
し

た
。 坂

口
総
括
審
議
官
は
「
政
策
の
合

わ
な
い
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
が
、
こ

う
い
っ
た
ご
意
見
を
お
持
ち
だ
と
い

「
意
見
交
換
の
プ
ロ
セ
ス
が

大
事
」（
坂
口
総
括
審
議
官
） 

２０１８年「春要求」実現に向け政府、４野党に要請 

う
こ
と
で
、
い
ろ
い
ろ
意
見
交
換
す
る
こ
と

の
プ
ロ
セ
ス
が
大
事
」
と
述
べ
、
退
職
者
連

合
の
要
請
に
理
解
を
示
し
ま
し
た
。 

 

春
要
求
で
退
職
者
連
合
は
、
政
府

が
打
ち
出
し
た
「
骨
太
方
針
２
０
１

５
」
の
結
果
、
こ
の
3
年
間
で
４
４

０
０
億
円
も
自
然
増
分
の
社
会
保

障
費
が
カ
ッ
ト
さ
れ
、
高
齢
者
へ
の

給
付
サ
ー
ビ
ス
削
減
と
負
担
増
が

押
し
付
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
指

摘
し
て
お
り
、
こ
の
日
、
要
求
内
容

を
説
明
し
た
政
策
担
当
の
野
田
那

智
子
副
事
務
局
長
は
「
骨
太
方
針
２ 

０
１
８
」
の
検
討
で
は
、
社
会
保
障
関
係
費

の
抑
制
を
や
め
、
財
源
も
含
め
た
持
続
可
能

な
社
会
保
障
制
度
の
実
現
を
求
め
ま
し
た
。 

坂
口
総
括
審
議
官
は
、「
我
々
も
議
論
し
て

持
続
可
能
な
社
会
保
障
制
度
で
し
っ
か
り
財

源
を
確
保
し
て
い
く
」
と
述
べ
ま
し
た
。
そ

の
上
で
持
続
性
に
つ
い
て
「
高
齢
化
の
中
で

ど
う
確
保
す
る
か
。
行
政
側
の
任
務
と
し
て

重
要
と
思
っ
て
い
る
」
と
し
て
骨
太
の
議
論

に
対
応
し
て
い
く
考
え
を
示
し
ま
し
た
。 ▲坂口総括審議官（右から 3人目）に要請書を手渡す 

人見会長（左から３人目）。左右は、退職者連合出席者。 
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要求実現へ！ 
４党に支援を要請 
 

２月２１日（水）民 進 党 

２月２２日（木）立 憲 民 主 党 

 退職者連合は、今国会での「春要求」実

現に向けて２月２１日から２８日までの間、

立憲民主党、民進党、希望の党、社民党へ

支援・協力をお願いしました。 

対応した各党の代表者や政策責任者、

関係議員の皆さんは、退職者連合の社会

保障制度についての考え方に理解を示す

とともに、退職者連合が掲げる要求項目に

ついて要請団と意見交換しました。 

２月２７日（火）社 民 党 

２月２８日（水）希 望 の 党 

各党に要請する退職者連合の人見一夫会長 

▲羽田雄一郎参議院議員・党参議院幹事長（左から５人目）に要請書を手渡す。 

▲長妻昭衆議院議員・党政調会長（左から７人目）に要請書を手渡す。 

 

▲又市征治参議院議員・党首（左から３人目）に要請書を手渡す。 

▲小宮山泰子衆議院議員・党副幹事長（左から３人目）に要請書を手渡す。 

民進党では 4人と意見交換 

立憲民主党では議員15人と意見交換 

社民党では２人と意見交換 

希望の党では４人と意見交換 


